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問題行動（暴力行為）への指導の在り方

近年報告されている児童生徒の問題行動の

事例の中には，「規範意識が低い。」，「集

団生活に馴染めない。」，「基本的な生活習

慣が身に付いていない。」など，社会環境や

保護者の養育の在り方の変化に起因するよう

な児童生徒の姿が浮き彫りにされている。

児童生徒の起こす問題行動には，「社会で

許されない行為は学校でも許されない。」と

いう毅然とした対応と「この行動の背景にあ

る本人の思いを聴き取る。」という深い児童

生徒理解に基づいた対応との両面での指導が

一層必要である。

そこで，本稿では，問題行動の中でも，特

に当事者はもちろんのこと，周りの児童生徒

や保護者等に与える動揺や影響も非常に大き

い暴力行為に特化し，具体的事例を交えて，

その指導の在り方について述べる。

１ 本県における暴力行為の状況

図１ 本県における暴力行為の発生件数の推移

平成23年度から平成25年度にかけての本

県における暴力行為の発生件数の推移は，

図１のような状況である。小学校では，平

成24年度に引き続いて平成25年度も１件発

生している。中学校では，年々増加してお

り，高等学校においては，年々減少してい

る。最近の児童生徒の傾向として，感情を

抑えられず，考えや気持ちを言葉でうまく

伝えたり人の話を聞いたりする能力が低下

していることなどが挙げられ，同じ児童生

徒が暴力行為を繰り返す傾向などが指摘さ

れている。

また，図２，図３は，中学校，高等学校

の暴力の内容別発生件数の推移である。

図２ 暴力の内容別発生件数の推移（中学校）

図３ 暴力の内容別発生件数の推移（高等学校）

0

20

40

60

80

100

120件

小学校 中学校 高等学校

0

43

101

1

59

84

1

70
78

Ｈ２３

Ｈ２４

Ｈ２５

「文部科学省 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より

0 20 40 60 80 100
件

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

8

15

12

28

35

45

6 1

4

1

8

9

「文部科学省 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より

対教師暴力 生徒間暴力 対人暴力 器物損壊

0 20 40 60 80 100 件

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

6

4

0

73

53

48

1

3

5

21

24

25

「文部科学省 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より

対教師暴力 生徒間暴力 対人暴力 器物損壊



- 2 -

中学校では，生徒間暴力の発生件数が増

加の傾向にある。高等学校においては，暴

力行為の発生件数総数は年々減少している

が，対人暴力，器物損壊の件数は増加傾向

にあり，内容別の対応が求められている。

近年の暴力行為の状況を見ると，背景に

は，児童生徒の学校外における活動範囲の

拡大や，インターネットや携帯電話の普及

に伴う問題などがあり，その指導には学校

と家庭や地域社会，関係機関とをつなぐ行

動連携のシステムづくりが必要である。

２ 内容に応じた対応の在り方

(1) 生徒間暴力（自校の児童生徒同士の暴

力行為）への対応

生徒間暴力に対応する場合には，暴力

行為を通じて訴えようとしていることは

何か，また暴力行為に至る原因，背景等

について十分な配慮をする必要がある。

(2) 対教師暴力への対応

対教師暴力は，暴力の背景や児童生徒

の生活，環境等を十分に把握して，内容

によっては出席停止や懲戒等の措置とと

もに，警察等の関係機関と連携を図り，

学校内が安心・安全な場となるよう努め

る必要がある。

(3) 器物損壊への対応

器物損壊については，関係児童生徒が

不明の場合の対応と，関係児童生徒が申

し出た場合の対応に分けて述べる。

【 対 応 ・ 指 導 の ポ イ ン ト 】
① 複数の教職員で即時対

応し，負傷者の救助を第
一に考える。また教職員
の安全にも十分留意する。

② 興 奮 状 態 に あ る 児 童 生 徒 を そ れ
ぞれ別の場所へ移動させる。

③ 管 理 職 及 び 生 徒 指 導 主 任 へ 情 報
を迅速，確実に伝える。

④ 複 数 の教 職員 で事 実確 認を 行う。
被 害 児 童 生 徒 は ， 担 任 ・ 養 護 教 諭
等 を 中 心 に ， 加 害 児 童 生 徒 は ， 生
徒 指 導 主 任 等 を 中 心 に ， 周 囲 の 児
童 生 徒 は ， 該 当 学 年 教 職 員 等 を 中
心 に 役 割 分 担 し て 対 応 す る 。 暴 力
は 絶 対 に 許 さ れ な い 行 為 で あ る，
という毅然とした姿勢を示す。

⑤ 情 報 を 集 約 し ， 時 系 列 で 詳 細 に
記 録 す る 。 管 理 職 は ， 主 管 す る 教
育委員会へ報告をする。

⑥ そ れ ぞ れ の 家 庭 へ 連 絡 を す る。
事 実 の 詳 細 ， 学 校 と し て の 指 導 方
針 ， 指 導 内 容 を 伝 え ， 誠 意 あ る 対
応を心掛ける。

【事後対応のポイント】
⑦ 必 要 に 応 じ て 全 体 指 導 や 緊 急 保

護 者 会 を 実 施 し た り ， 関 係 機 関 等
への支援要請を行ったりする。

【対応・指導のポイント】
① 複 数 の 教 職 員 で 即 時 対

応 し ， 対 応 教 職 員 の 安 全
に も 十 分 留 意 す る 。 被 害 を 受 け た
教職員のけがの手当をする。

② 興 奮 状 態 に あ る 加 害 児 童 生 徒 を
別の場所へ移動させる。

③ 管 理 職 及 び 生 徒 指 導 主 任 へ 情 報
を迅速，確実に伝える。

④ 児 童 生 徒 の 思 い や 考 え を 聞 き な
が ら も ， 暴 力 は 絶 対 に 許 さ れ な い
行 為 で あ る ， と い う 毅 然 と し た 姿
勢 を 示 す 。

人 数 が 多く て 対 応 が困 難 な時 は，
職 員 室 へ 連 絡 を し て 応 援 を 頼 む。

暴 れ て い る と き は ， 複 数 の 教 職
員 で 制 止 す る 。 本 人 を 落 ち 着 か せ
る こ と が で き な い と き や 他 の 児 童
生 徒 や 教 師 へ 危 害 が 及 ぶ 恐 れ が 想
定 さ れ る と き は ， 警 察 等 の 関 係 機
関へ連絡する。

⑤ 情 報 を 集 約 し ， 時 系 列 で 詳 細 に
記 録 す る 。 管 理 職 は ， 主 管 す る 教
育委員会へ報告をする。

⑥ 当 該 児 童 生 徒 の 家 庭 へ 連 絡 を す
る 。 事 実 の 詳 細 ， 学 校 と し て の 指
導 方 針 ， 指 導 内 容 を 伝 え ， 誠 意 あ
る対応を心掛ける。

【事後対応のポイント】
⑦ 必 要 に 応 じ て 全 体 指 導 や 緊 急 保

護 者 会 を 実 施 し た り ， 関 係 機 関 等
への支援要請を行ったりする。

⑧ 加 害 児 童 生 徒 と 被 害 を 受 け た 教
職 員 と の 関 係 が 悪 化 し な い よ う，
担 任 ， 学 年 主 任 ， 生 徒 指 導 主 任 等
が 中 心 と な っ て 関 係 機 関 と も 連 携
を 図 り な が ら 声 掛 け を し て い く。
場 合 に よ っ て は ， 警 察 ， 家 庭 裁 判
所 ， 児 童 相 談 所 等 と も 連 絡 を 取 り
ながら指導していく。
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ア 関係児童生徒が不明の場合

イ 関係児童生徒が申し出た場合

３ 事例による具体的対応の実際

(1) 他校生徒とのけんかの事例

【対応の経過】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

この事例では，生徒指導主任を中心に，

迅速な初期対応が図られ，共通理解の上，

双方の学校で事後指導が適切になされたこ

とが，その後のトラブル回避につながった。

また，学校が日頃から地域と連携を図って

いたことが情報を得るきっかけとなった。

Ｂの学校では，地域住民からの連絡を
受け，４人の教職員が現場に駆け付けた。

けんかは終了していたので，それぞれ
がけがをしていないかを確認した後，Ｃ
が通う中学校の生徒指導主任に連絡を入
れ，現場に駆け付けてもらった。

双方の言い分もほぼ一致していたため，
それぞれの中学校の生徒指導主任で今後
の基本的な対応について協議した。

生徒達を学校に連れ帰り，管理職へ状
況を報告した。

ＢとＣにそれぞれの学校の生徒指導主
任と担任が一緒に付いて，お互いに反省
点を謝罪した。（Ｂは，情報をうのみに
して，はっきりとした状況を把握できぬ
まま怒りを爆発させてしまったことが反
省点である。）（Ｃは，よく知らない他
校の生徒であるＢの悪口をネット上に書
き込んだことが反省点である。）

それぞれの学校で関わった全ての生徒
について，生徒指導主任と担任が家庭訪
問をして保護者に指導方針を説明した。

Ａに対しては，Ｂに伝えた発言がけん
かのきっかけになったことに関して，担
任に相談するなど，対処方法はなかった
か，を考えさせた。

再発防止に向け，双方の生徒指導主任
が連携を一層密にすることを確認した。

生徒達から改めて事実を詳細に聞き取
り，生徒指導主任が窓口となって指導経
過を学校間で連絡し合うこととした。

【対応のポイント】
① 損 壊 を 発 見 し た 教 職 員

は ， 状 況 を 確 認 し ， 現 状
保 存 に 努 め ， 速 や か に 管
理職に報告する。

② 管 理 職 や 生 徒 指 導 主 任 は ， 直 ち
に現場を確認する。

③ 関 係 児 童 生 徒 が 不 明 で あ る こ と
を確認する。

④ 管 理 職 は ， 教 育 委 員 会 へ 報 告 す
る と と も に 学 校 だ け で 対 応 す る こ
と が 困 難 だ と 校 長 が 判 断 し た 場 合
は，所轄警察署に連絡する。

【事後対応のポイント】
⑤ 教 育 活 動 に 支 障 が あ る よ う な 場

合 は 応 急 修 理 や 児 童 生 徒 が 近 付 か
な い よ う に 安 全 面 の 配 慮 を す る。

⑥ 物 損 の 場 合 は 業 者 へ 連 絡 し ， で
き る だ け 早 く 元 の 状 態 に 戻 す よ う
にする。

【対応・指導のポイント】
① 複数の教職員で対応する。
② 動機，器物損壊に至るまでの経過

等を詳細に聞き取る。
③ 行為について追及するのではなく

事実を明らかにするという視点で対
応する。

④ 児童生徒の発言中は，話を遮らな
いように傾聴し，スクールカウンセ
ラー等の意見も踏まえて対応する。

【事後対応のポイント】
⑤ 保護者へ概要説明し，今後の対応

策について相談する。

【事例１：中学校】
２年女子Ａが，塾で知り合いになった

他校の男子生徒とのメールのやり取りの
中で，Ａの同級生の男子Ｂの悪口を他校
の男子Ｃが書き込んでいることを知った。
Ａが，Ｂに「悪口が書かれているよ。」
と伝えたためＢは怒り，Ｃを公園に呼び
出した。

Ｂ は 友 人 ５ 人 と 公 園 へ 行 き ，
Ｃ も ４ 人 の 友 人 を 連 れ て 現 れ
た。

そ れ ぞ れ の 友 人 が 見 守 る 中 ，
ＢとＣが，けんかを始めた。

地 域 住 民 よ り Ｂ の 通 う 学 校
へ，「中学生が集まってけんかをしてい
る。」との連絡が入り，暴力行為が発覚
した。
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(2) 器物損壊（落書き）の事例

【対応の経過】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

校長，生徒指導主任に連絡し，落
書きされた場所と落書き内容を再度，
確認した。校内でスプレー缶２本が
発見された。

落書き現場の写真を撮った後，教
職員で分担して布やベニヤ板で隠し，
登校してくる生徒に見えないように
配慮した。また，登校時間には，そ
れぞれの場所に教職員を配置した。

管理職が，主管する教育委員会へ
報告するとともに，警察にも連絡し，
現場検証は授業時間中に行ってもら
うように要請した。

職員朝会で，放課後に全校集会を
開くこと等，今後の対応について協
議した。

警察の現場検証後，落書きを消す
ために専門の業者に依頼し，授業時
間中に全ての落書きを消した。

放課後の全校集会で，校長，生徒
指導主任が話をして，情報提供を求
めた。

数日後，情報提供から落書きをし
たのは２年男子生徒３人だと分かり，
確認したところ事実を認めた。本人
達とその保護者を学校に呼んで指導
した。警察とも連携し，警察でも厳
重注意してもらった。

落書きを消すのに要した費用は，
３人の保護者が弁償することになっ
た。

教職員の名前を落書きしていたこ
とについては，課題を提出しなかっ
た際の叱責に不満をもっていたこと
が原因であると判明した。

⑨

この事例では，教頭が落書きを発見して

から生徒達が登校するまでの間に，出勤し

ていた教職員の連携により，迅速な初期対

応が図られたことで，特定の教職員の名前

が書かれた落書きの様子等を，生徒達に見

せずに済んだ。このことは生徒達や学校内

に大きな混乱を招かない適切な対応だった。

また，警察の現場検証や業者による落書き

消しを授業時間中にしてもらうなどの配慮

も適切であった。

そして，当初から危機感をもって全体集

会等を迅速に実施し，全校生徒へ説明と情

報提供等を促したことが，その後の迅速な

対応と関係した生徒達への効果的な直接指

導につながっていった。さらに，当該生徒

達の内面に焦点を当てた指導により，日頃

から感じていた学習への不安等にも対応す

ることができ，教師との人間関係を改善す

ることができた。

暴力行為に対する実効的な対応を図ること

は，児童生徒の状況の理解につながり，ひい

ては不登校やいじめといった暴力行為以外の

児童生徒の問題行動等の改善にも資すること

になる。家庭・地域・関係機関との連携を図

り，健全な児童生徒育成を図って欲しい。

名前を書かれた教職員が生徒３人
と面談を実施し，学習面での不安等
を聞き取り，補充指導等が行われた
ので，徐々に人間関係が改善されて
いった。

【事例２：高等学校】
午前６時 30分頃出勤した教頭が，職

員玄関の壁，体育館の外壁，部室の壁，
職員室横の廊下の４箇所にスプレーで
落書きされているのを発見した。落書
きには，特定の教職員の名前を書いた
ものもあった。
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